
        

一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
総
会
及

び
「
ふ
る
さ
と
六
ツ
美
西
部
写
真

史
」
出
版
祝
賀
会
が
、
去
る
四
月

二
十
五
日
（
土
）
学
区
市
民
ホ
ー

ム

で

多

数

の

出

席

者

を

迎

え

て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

役
員
の
改
選
で
は
、
会
長
の
兵

藤
紀
之
氏
が
再
選
さ
れ
、
副
会
長

に
は
宮
地
中
総
代
小
林
悟
氏
、
会

計

に

は

赤

渋

二

区

総

代

八

田

義

美
氏
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

兵

藤

会

長

が

総

会

の

あ

い

さ

つ
で
、
五
年
間
に
わ
た
る
資
料
集

め
を
し
て
「
ふ
る
さ
と
六
ツ
美
西

部
写
真
史
」
が
四
月
に
出
版
で
き

た
と
の
話
「
が 

      

た
話
が
あ
り
、
こ
の
活
動
に
関
わ

ら

れ

た

方

々

に

ね

ぎ

ら

い

と

お

礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

今

年

度

の

事

業

と

し

て

は

①

六
ツ
美
西
部
写
真
史
の
販
売
、
②

六
月
二
十
日
（
土
）
、
徳
川
家
康

公
四
百
年
に
因
ん
で
「
家
康
公
ゆ

か
り
の
寺
を
尋
ね
て
」
の
研
修
旅

行
、
③
ふ
る
さ
と
六
ツ
美
を
詠
む

俳
句
・
短
歌
の
募
集
及
び
第
十
二

回

ふ

る

さ

と

賞

入

選

作

品

集

の

発
行
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
と
し
て
、
衆
議
院
議
員
青

山
周
平
様
、
愛
知
県
会
議
員
新
海

正
春
様
、
本
多
家
当
主
本
多
靖
司

様

始

め

多

数

の

ご

来

賓

に

ご

臨

席
を
賜
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。 

          

引

き

続

い

て

八

田

政

弘

様

の

司
会
で
出
版
祝
賀
会
に
移
り
、
和

や
か
な
雰
囲
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

編

集

委

員

長

の

横

山

茂

様

か

ら
は
、
皆
様
方
の
お
蔭
で
多
く
の

写

真

が

集

ま

り

二

百

二

十

頁

の

写

真

史

が

出

版

で

き

た

こ

と

に

つ

い

て

お

礼

の

言

葉

が

あ

り

ま

し
た
。
来
賓
の
西
部
小
学
校
長
小

田
先
生
、
西
部
学
区
総
代
会
長
近

藤
様
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。 

本

田

榮

理

事

の

音

頭

で

乾

杯

を
し
、
懇
親
に
入
り
ま
し
た
。
祝

賀
会
で
は
話
が
弾
み
ま
し
た
。
最

後

は

兵

藤

一

則

理

事

の

締

め

で

万
歳
三
唱
を
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

      

   

    

学
区
内
は
各
町
総
代
、
学
区
外
は
編
集

委

員

又

は

岡

崎

市

内

の

鎌

倉

文

庫

と

岡

崎

書

房

と

い

ま

じ

ん

ウ

ィ

ン

グ

タ

ウ
ン
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
七
十
一
号 

平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日
（
金
）
発
行 

 

 

平
成
二
十
六
年
度
総
会
・
出
版
祝
賀
会
行
わ
れ
る 

あいさつする兵藤会長  

会長  

祝賀会の風景  

「
ふ
る
さ
と
六
ツ
美
西
部
写
真
史
」
購

入
の
申
し
込
み 

 


